
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年 4月 第 32号 

今
年
も
玉
樹
の
桜
が
満
開
の
花
を
見
せ
て
く
れ
、
春
風
に
誘
わ
れ
て
外
出
の
機
会

も
多
く
な
り
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
利
用
者
や
ご
入
居
者

そ
の
ご
家
族
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
方
、
関
係
各
位
に
よ
る
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご

支
援
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
二
十
七
年
度
は
三
年
に
一
度
の
介
護
保
険
改
定
の
年
で
す
。
介
護
報
酬
の
見

直
し
が
な
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ス
２
．
２
７
％
と
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
働
き
手

不
足
の
問
題
も
加
速
し
、
一
般
求
人
が
１
倍
程
度
に
対
し
て
介
護
職
の
求
人
は
２
．

５
倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
社
会
福
祉
法
人
を
取
り
巻
く
環
境
も

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
部
留
保
の
問
題
や
株
式
会
社
や

N
P

O

法
人
な

ど
と
の
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
問
題
で
す
。
法
人
運
営
に
お
い
て
は
課
題
が
山

積
み
と
い
っ
た
状
況
で
す
。 

当
法
人
と
し
て
も
、
た
だ
、
こ
の
状
況
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

ま
ず
は
基
本
理
念
と
目
標
体
系
の
見
直
し
や
中
長
期
計
画
の
策
定
を
は
じ
め
と
し
た

法
人
と
し
て
の
基
盤
を
整
え
ま
し
た
。
法
人
と
し
て
の
「
使
命
」
や
「
あ
る
べ
き
姿
」

を
明
確
に
し
、
そ
の
う
え
で
平
成
二
十
七
年
度
の
目
標
と
し
て
、 

１
．
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
公
益
的
な
活
動
と
透
明
性
の
確
保 

２
．
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
る 

３
．IC

T

化
に
よ
る
負
担
軽
減
と
生
産
性
の
向
上 

４
．
問
題
解
決
の
出
来
る
チ
ー
ム
を
つ
く
る 

５
．
人
材
の
確
保
と
介
護
の
質
の
維
持
向
上 

を
掲
げ
ま
し
た
。 

こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
、
ご
利
用
者
や
ご
入
居
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
地
位

を
築
い
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

本
年
度
も
、
新
し
い
職
員
が
仲
間
に
加
わ
り
、
職
場
に
新
し
い
風
が
吹
き
ま
し
た
。

職
員
一
同
新
た
な
気
持
ち
で
、
ご
利
用
者
や
ご
入
居
者
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
を
図
り
、【
誰
も
が
普
通
に
暮
ら
せ
、
さ
さ
や
か
な
幸
せ
に
気
づ
け
る
社
会

の
た
め
に
】
を
使
命
と
し
て
地
域
へ
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
紬
会
へ
の
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
指
導
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

平
成
二
十
七
年
四
月
吉
日 

社
会
福
祉
法
人 

紬
会 

法
人
本
部
長 

吉
川
秀
貴 

掲載された写真は、本人様並びに家族様の了承の上で掲載しております 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新職員のご紹介 平成27年３月・４月に玉樹の仲間入りをした８名です。 

人事異動のお知らせ 

デイ玉樹相談員 

関口あけ美 

デイじゅげむ 

上村大志 
特養なでしこ荘 

浅野由樹子 

特養すみれ荘 

小野里遥 

科　　　　　　　目 本年度予算 科　　　　　　　目 本年度予算

 人件費支出 243,239,000  施設介護料収入 175,500,000

事業費支出 56,965,000  居宅介護料収入(介護報酬収入） 104,040,000

事務費支出 43,260,000  居宅介護料収入(利用者負担金収入） 12,440,000

支払利息支出 4,910,000  居宅介護支援介護料収入 14,000,000

その他の支出 2,090,000  利用者等利用料収入 80,042,000

 設備資金借入金元金償還金支出 30,208,000  その他の事業収入 1,595,000

固定資産取得支出 500,000  寄付金収入 0

固定資産除却・廃棄支出 0  借入金利息補助金収入 1,800,000

サービス区分間繰入金支出 12,845,000  受取利息配当金収入 15,000

 その他の収入 2,450,000

 予備費 0 施設整備等補助金収入 0

 当期資金収支差額 10,710,000 サービス区分間繰入金収入 12,845,000

計 404,727,000 計 404,727,000

平
成
２
７
年
度 

紬
会 

収
支
予
算
書 

デイ玉樹 

福田幸子 

デイじゅげむ 

廣瀬愛美 

生活介護 

弦巻栄子 

宿直 

小野里進 

 

ひまわり荘→ 

あじさい荘へ 

塚田由美子 

 

デイじゅげむ→ 

さくら荘へ 

和田禎之 

ショートステイ→ 

ひまわり荘へ 

中野拓未 

すみれ荘→ 

ショートステイへ 

高松由佳 

 平成 27 年３月３日（金）ひな祭りお茶会を

開催。本格的に先生にお茶をたてていただきま

した。職員も着物でおめかしをして…ひな祭り

の雰囲気を楽しんでいただきました。 

 平成 27 年４月３日（金）在宅お花見会を開

催。今回は初めての試み…屋外で玉樹の桜を見

ながら、ゆっくりお花見弁当に舌鼓。いつもと

は違う環境で、春の風や暖かさ等、肌で感じて

いただくことで五感も刺激され、気持ちも食欲

もアップ！笑顔たくさんの会となりました。 

ボランティアさんにも 
参加して頂きました。 
 

乾
杯
！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～願いを叶え隊～  ☆叶えるまでの道のり☆ 

はるさんがなでしこ荘へ来られて約 1 年数か月。始めの頃は…環境が変わった不安と緊張で、 

ご自分のお部屋から出てリビングで過ごされる時間は、30 分程度ととても短い時間のみ…あとは、

お部屋の中で過ごす事がほとんどでした。 

そんな様子を見て、早く玉樹での環境に慣れて頂きたい！はるさんらしく生活して頂きたい！も

っと知りたい！そんな想いで『たくさんお話しよう！』と意識し、なでしこ荘スタッフ皆がアンテ

ナを張り…はるさんからの言葉をヒントに、色々なアプローチを実行していきました。 

まず最初のキッカケになったのが、「ひまわり畑への外出」…はるさんが TV を観ている時の何気

ない言葉「ひまわり畑に行ってみたい」を、すぐ実行しました！！ 

 

 

実は…玉樹に来て初めての外出が【ひまわり畑】。はるさんの中では、玉樹で外出する事が出来な

いと思い込まれていた様で、外出できた事でとっても喜んで下さいました。 

この外出をキッカケに大きくココロ❤ が動いたはるさん！会話の中で「こうしたい」「こう思う

んだけど…」いろんな気持ちを少しずつ引き出せる様になっていきました。はるさんの喜んだ顔が

見たい！という想いで、日常の中で小さなアプローチを継続してきました。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はるさんの溢れ出す沢山の想いを一つずつ実行していきました。 

一番大きかった「歩きたい！」の気持ちに寄り添うため、平行棒

を活用し、歩く練習を継続して実施してきました。結果…数十年振

りにシルバーカーで歩く事が出来ました！はるさんは涙ぐまれなが

ら「こんなに歩けるなんて自分でも信じられない…数十年ぶりだ

よ！」と、嬉しさが溢れとっても喜んで下さいました。 

そして次は、はるさんの念願の夢！両国国技館へ行く事を目標に、

歩く練習をして体力づくり！目標が有ると頑張れます！それは職員

も一緒です！ 

なでしこ荘スタッフの【はるさんらしく生活してほ

しい】という想いと、はるさんの【こうしたい！ 】

という想い…お互いの相互通行が大事です。これから

も一緒に、ゆっくりはるさんのペースで関わっていき

たいと思います。 

そして…また密かな野望がある様なので、次の目標

に向かって日々はるさんをサポートしていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

                  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度はご利用されている方をもっと知っていこうという想いから、定期的な勉強

会で病気の理解をしていきたいと思いました。担当になった職員は、自分で勉強会の

資料を作成していますが、調べる事の楽しさや理解することの嬉しさを実感し… 

暖かくなってきたこの時期、 

さわやかな風に触れたり、花の香りを楽しむなど、 

身体で春を感じるのはとても素敵な事だと思います。 

勉強会実施中 

 

季節を感じる 

 

4月からリーダーになりま

した篠山です。お年寄りが

安心、そして楽しく過ごし

て頂けるショートステイに

していきたいです。 

宜しくお願いします。 

4月よりすみれ荘から異動になりま

した高松です。 

ショートステイのお年寄りが、少し

でも安心して過ごして頂けるような

関わりが出来ればと思いますので、

宜しくお願いします。 

 

春編 

ご利用者様の笑顔を引き出す事ができるように、 

職員も一緒に楽しみながら 

移りゆく季節を感じていきたいです。 

春を楽しむべく大宝神社や観桜苑にお花見や 

散歩に外出してきました。 

天気の良い日に外に出て頂き、季節の風を感じて

頂くことで充実した時間を過ごす。 

また外出イベントを楽しみに感じて頂く事で、 

気分転換に繋がっていくと実感できました。 

そして、みんなに説明することで自信につなげていきたいと思っ

ています。病気の症状や服用されている薬について、どんな作用

があり、副作用があるのか…そして生活する上で注意していくと

ころなど、みんなで理解していく事でお泊り中、安心して過ごし

て頂けるよう、ケアに繋げてきたいと始めています。 

 

～その方をもっともっと知る為に～ 

 

職員のご紹介 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

習慣化 ～続けることの大切さ～ 
皆さんは普段から継続して行っていることはありますか？何かを続けることは、自分自身の意識

づけも根気も必要で、なかなか難しいことだと思います。意識しないとできない間は、億劫になっ

てしまったり…今日はやらなくてもいいか…そんな風に思ってしまいがちです。 

でも、「継続は力なり」というように続けていくことで、それがやがて「習慣」となり、意識しな

くてもできるようになります。デイサービスでも通所日に毎回続けることで習慣となり、体調不良

の改善につながっている方がおられます。 

 

 古橋様はゆっくり湯船で温まっていただいても、手足がとても冷たく本人様

も気にされておりました。また、夜間良く眠れないとも仰られていました。 

本人様にとっては毎日のことで、とても辛いことです。 

そこで、血行が良くなれば手足の冷えが改善されるかもしれない…と、足裏

マッサージの声掛けをしました。マッサージを継続していくうちに… 

「最近良く眠れるようになったんだよ」という声も聞かれ、手足も以前より温

かくなりました。また、始めは職員から毎回マッサージの声掛けをしていまし

たが、今では習慣となり、食後にお昼寝をすると自ら起きてこられマッサージ

をしています。他にも、以前は食後にお昼寝をして職員が声をかけないと～２

時間もぐっすり休まれている状況でしたが、夜間しっかり眠れるようになった

ことで生活リズムが整ってきて、お昼寝の時間も減り、声掛けしなくても自ら

30 分～40 分で起きてこられ、マッサージを始められています。 

足裏マッサージで冷え   と睡眠    が改善 

 小菅様は糖尿病があり透析をしているため、日常的に辛い「だるさ」を感じ

ておられました。透析後の血圧低下やだるさを軽減するためには、体重管理が

重要です。 

そこで「だるさ」を少しでも軽減できるよう、利用日に毎回体重測定をし、

体重増加予防にエアロバイクでの運動を提案しました。運動もやりすぎてしま

うとだるさが増加してしまうので、その日の体調を伺いながら 10 分～15 分ほ

ど行っています。エアロバイクを継続していくと…小菅様から「楽になったよ

（だるさの軽減）」との声をいただくようになりました。また、毎回職員から声

掛けしていたエアロバイクも、「もうやったよ！」ご自分から積極的に行ってい

ただくようになりました。ご自分でも意識され継続することで、体調管理に大

切な運動が習慣になりました。 

透析をしている方は、透析をすること自体かなり時間をとられてしまうこと

や、全身のだるさから運動不足になりがちで、体力が低下しやすいこともあり、

定期的にエアロバイクを行うことで下肢筋力の維持にもつながっています。 

エアロバイクで「だるさ   」の軽減 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分でできる環境作り 本棚を新しくしました 

ご利用者様の中には、本が好きでご自分の本を持参される方もいれば、じゅげむにある本を読む

方もいます。それなのに、手に取りやすい本棚がないことが気になっていました。今まではカラー

ボックスに本を収納しており、背表紙しか見えず、手に取りやすい環境ではありませんでした。 

そこで、職員が適当に何冊か選んで「よかったらどうぞ…」と本を持っていくのではなく、 

自分で見て、どれがいいか選べて、手に取れる環境にしようということで本棚を新し

く購入しました。 

表紙が見える 
本棚です 

ご利用者様が席に着くまでに必ず通る、 

生活動線上に本棚を置きました。 

 すると素敵な変化が…自ら立ち止まり、気になる本があると手に取る方が増えまし

た。おのずと本の話題にもなり会話も増え、ご利用者様がどんなことに興味があるのか

等も知ることができ、楽しみ作りのきっかけにもなっています。 

 今後も利用者様が、「想いのままに自分でできる環境づくり」を考えていきたい

と思います。 

 窓がつきました！今までの窓がないオープン

な環境も、季節の陽気や風を感じることができて

よかったのですが…雨、風、気温によって入れな

い時期が多かったのも現状でした。そこで、窓を

つけて今までよりは、お天気に左右されずに足湯

を楽しんでいただけるようになりました。 

「足湯」も新しくなりました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芋掘り、今年も行いました！！ご利用者様

と一緒に活動出来る時間も大切にしたいと

思っています。そんな中、皆様の違う一面

が見れたり、生き生きとした表情で参加し

ている姿に元気がもらえたりもします。 

さつま芋堀り 

スタンプラリー 

「これからの生活はどうなっていくのだろう」「介護保険は何

をしてくれるのだろう」と年齢を重ねて、不安を抱えつつ初め

て出会う専門職がケアマネジャー。 

そんな中、居宅玉樹のケアマネジャーとしてご支援をさせて

頂く中で、大切にしていきたいと考えたことは…ご本人様、ご

家族様と、介護のプロであるサービス事業所と、チームで連携

を図りながら、本人の望む暮らしへ最良の方向に繋ぐ大事なパ

イプ役になること、最強のチームを作ること、これが

目標でもあります。 

併せて数年ケアマネとしてご支援する中で、日頃の業務に追

われ、決め事の見直しや振り返りをすることをついつい忘れが

ちになっていた事を反省し、今年度は… 

「小さな事でも振り返る、見直しをする」という事

を意識していきたいと思います。 

今年度の居宅支援事業所玉樹のあるべき姿は… 

という事を目標として掲げていきたいと思います。 

塚
田
幸
恵 

私
は
相
手
の
ハ
ー
ト
が
温

ま
る
介
護
が
し
た
い 

～ 私の介護観 ～ 

ケアマネジャーのご紹介 

 最近、暖かい日が続いていますね。夏日もあり、

寒がりの私も暑いくらいです。絶好のお出かけ日和

に「家にいるのはもったいない！」ということで… 

皆さんもお出かけして季節を感じてみては！？ 

 職員の休憩室になっていた部屋をカ

ラオケルームにリニューアル。壁紙を貼

り替え、ソファを置いて…床もカーペッ

トにしたので靴を脱いでくつろげる空

間へ。お茶を飲んだり、おやつを食べた

りしながら、歌うのが苦手な方でも雰囲

気を楽しんでいただけると思います。 

◆発行◆   社会福祉法人 紬会 

TEL0296-49-3886 

FAX0296-49-2987 

http;//www.tamaki.or.jp 

編
集
後
記 

小
菅
由
恵 

私
は
ご
本
人
様
や 

ご
家
族
様
の
想
い
に 

寄
り
添
え
る
介
護
が
し
た
い 

神
保
千
代
子 

私
は
残
存
機
能
を
活
用 

し
た
介
護
が
し
た
い 


